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イ
ギ
リ
ス
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
問
題
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C
・
ピ
ー
チ
に
お
け
る
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
論

l

は
じ
め
に

他
の
国
々
よ
り
も
一
足
早
く
産
業
革
命
を
経
験
し
、
広
大
な
植
民

地
を
領
有
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
世
界
各
地
に
多
く
の
移
民
を
送
り
出

し
て
き
た
一
方
で
、
大
量
の
移
民
も
ま
た
受
け
入
れ
て
き
た
。
戦
前

に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
や
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
量
移
住
を
、
戦
後
に
は
東

欧
か
ら
の
難
民
や
西
欧
か
ら
の
経
済
的
移
民
を
受
け
入
れ
て
き
た
こ

と
は
、
そ
の
移
民
受
け
入
れ
の
歴
史
に
お
い
て
、
留
意
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い

（富
岡

一
九
八
八
）。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
イ
ギ

リ
ス
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
状
況
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
戦
後
に
始
ま

り、

一
九
六

0
年
代
始
め
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
旧
植
民
地

（
イ
ン
ド

亜
大
陸
、
カ
リ
プ
海
地
域
、
あ
る
い
は
ア
フ
リ
カ
）
か
ら
の
人
々
の

移
動
は
特
に
注
目
に
値
す
る
。

こ
れ
ら
の
旧
植
民
地
出
身
者
と
そ
の
子
孫
の
人
口
は
‘
一

九
五
一

年
に
は
合
計
で
八
万
人
に
も
満
た
な
か
っ
た
の
か
、

一
九
六

一
年
ま

楢

原

聡

子

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程

で
に
五

0
万
人

（総
人
口
の
約

一
％
）
、

一
九
七
一
年
ま
で
に
一
五

0
万
人
（
三
％
）
、
一

九
八
一
年
ま
で
に

二
二

0
万
人

（四

・

-
％
）、

一
九
九

一
年
ま
で
に
三
0
0
万
人
（
五

•

五
％
）
に
達
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、

旧
植
民
地
に
出
自
を
持
つ
人
々
の
人
口
は
、
総

人
口
比
は
そ
れ
は
ど
高
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
人
口
の
増
加
ス

ピ
ー
ド
に
は
著
し
い
も
の
が
あ

っ
た

（表

1
)。
そ
し
て
、
そ
の
多

く
は
、
入
国
後
、
住
宅
事
情
の
芳
し
く
な
い
大
都
市
中
心
部
、
と
く

に
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
に
集
中
し
た
。
一

九
五

0
年
代
後
半
か
ら
の
こ

の
よ
う
な
旧
植
民
地
か
ら
の
移
民
の
急
増
と
そ
の
大
都
市
中
心
部
へ

の
集
中
、
そ
し
て
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
形
で
の
本
国
人
に
よ
る
彼
ら

に
対
す
る
暴
力
事
件
の
多
発
、
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
景
気
の
後
退

と
い
う
事
態
に
直
面
し
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
「
英
連
邦
移
民
法
」

（
一
九
六
二
年
七
月

一
日
施
行
）
を
制
定
し
、
旧
植
民
地
か
ら
の
移

住
を
制
限
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
れ
以
来
、
旧
植
民
地
出
身
移
民
の

存
在
は
一
般
に

「
人
種
問
題
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
彼
ら
と
イ
ギ
リ
ス
本
国
人
の
間
の
関
係
を

「
人
種



現代イギリスにく日本〉を説む特集

表l イギリスにおけるカリプ系、インド系、バングラディシュ系の推定人口規模の変遷

年

1951 

1961 

1966 

1971 

1981 

1991 

バングラディシュ系

2,000 

6,000 

11,000 

22,000 

65,000 

163,000 

パキスタン系

10,000 

25,000 

64,000 

119,000 

296,000 

477,000 

インド系

31,000 

81,000 

223,000 

375,000 

676,000 

840,000 

西インド系／カリプ系

28,000 

210,000 

402,000 

548,000 

545,000 

500,000 

Peach 1996a 出典

グレーター・ロンドンにおけるカリプ生まれの IDの比較・変遷

バラーレベルの ID

入手不可能

38 

37 

34 

e.dレベルの ID

65 

53 

50 

ワードレベルの ID

56 

49 

46 

41 

表2

年

1961 

1971 

1981 

1991 

Peach and Rossiter 1996 

関
係
」
と
規
定
し
、
自
治
体
へ
の
助
成
金
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
政
策

へ
の
助
成
、
反
差
別
法
と
し
て
の
人
種
関
係
法
の
制
定
と
い
う
形
で
、

「
良
好
な
人
種
関
係
」
を
め
ざ
す
政
策
を
実
施
し
て
き
た
（
富
岡
一

九
八
八
）。

以
上
の
よ
う
な
国
家
的
な

「
人
種
関
係
」

へ
の
注
目
と
政
策
の
実

施
を
背
景
に
‘
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
都
市
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ヘ
の
学

問
的
な
関
心
は
高
ま
り
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
都
市
エ
ス
ニ
シ
テ

ィ
に
関
心
を
寄
せ
た
研
究
者
の
多
く
は
、
ま
ず
移
民
国
ア
メ
リ
カ
の

先
行
研
究
に
学
び
、
ま
た
異
な
る
学
問
分
野
の
研
究
者
と
の
意
見
交

換
を
積
極
的
に
行
な

っ
た
。
本
稿
は
そ
の
よ
う
な
研
究
者
の
一
人
と

し
て
、
社
会
地
理
学
な
い
し
は
人
文
地
理
学
の
立
場
か
ら
産
業
化
す

る
都
市
環
境
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
問
題
を
取
り
扱

っ
て
き
た
、
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

C
・
ピ
ー
チ
教
授
の
研
究

成
果
を
追
つ
こ
と
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

問
題
を
紹
介
し
た
い

。

一
貫
し
た
問
題
意
識

出典

ピ
ー
チ
教
授
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
都
市
社
会
学
の

R
.
E
・
パ
ー
ク

が
創
始
し
た
人
間
生
態
学
と
長
年
に
わ
た
っ
て
人
種
関
係
を
研
究
し

て
き
た

M
・
ゴ
ー
ド
ン
の
多
元
主
義
論
を
そ
の
研
究
の
基
礎
に
位
置

づ
け
た
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
経
験
的

な
調
査
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。
本
節
で
は
‘
ピ
ー
チ
教
授
の
持
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つ
こ
れ
ら
の
一
貫
し
た
問
題
意
識
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
こ
と
と
す
る
。

(

l

)

人
間
生
態
学
の
影
響

人
間
生
態
学
は
、
人
間
と
制
度
の
空
間
的
・
時
間
的
な
分
布
の
過

程
な
い
し
構
造
を
体
系
と
し
て
捉
え
る
社
会
学
の
一
部
門
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
競
争
、
闘
争
、
適
応
、
同
化
な
ど
の
社
会
的
相
互
作
用
の

プ
ロ
セ
ス
を
、
人
間
や
制
度
の
空
間
的
分
布
の
過
程
な
い
し
構
造
と

関
連
付
け
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
言
え
る
。
ピ
ー
チ

教
授
は
こ
の
人
間
生
態
学
の
観
点
を
さ
ら
に
お
し
す
す
め
、
空
間
的

な
分
布
は
単
に
社
会
的
相
互
作
用
の
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
逆
に
よ
り
動
的
な
影
響
を
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
与
え
る
も
の

だ
と
認
識
す
る

(
P
e
a
c
h
a
n
d
 S
m
i
t
h
 1
9
8
1
)

。
そ
し
て
、
空
間
的

に
相
互
に
セ
グ
リ
ゲ
ー
ト
さ
れ
た
集
団
間
に
は
社
会
的
な
相
互
作
用

は
ほ
と
ん
ど
生
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
論
を
進
め
、
そ
の
視
点
か
ら

ケ
ネ
デ
ィ
が
提
示
し
た
「
ト
リ
プ
ル
・
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
ッ
ト
」

仮
説
を
疑
問
視
す
る

(
P
e
a
c
h
1
9
8
1
)

。

「ト
リ
プ
ル
・
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ポ

ッ
ト
」
仮
説
と
は
、
人
種
・

民
族
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
間
の
同
化
の
壁
は
取
り
払
わ
れ
て
い
る
が
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
英
国
系
ア
メ
リ
カ
人
、
ド
イ
ツ
、
ス
カ
ン
ジ
ナ

ヴ
ィ
ア
諸
国
出
身
者
）
、
カ
ト
リ
ッ
ク
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ

ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
者
）
、
ユ
ダ
ヤ
教
（
世
界
各
地
か
ら
の
ユ
ダ

ヤ
人
）
の
宗
教
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
婚
姻
関
係
が
深
ま
り
、
新
し
い
集

団
関
係
が
構
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同

化
主
義
で
あ
る
「
人
種
の
る
つ
ぼ
」
仮
説
の
妥
当
性
に
異
議
を
唱
え

る
役
割
を
果
た
し
、
今
日
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
多
元
主
義
的

な
観
点
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
（
関
根
一
九
九
四
）
。

ピ
ー
チ
教
授
が
異
議
を
は
さ
む
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
グ
ル
ー
プ

内
の
婚
姻
関
係
の
深
ま
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
‘
「
空
間
的

に
相
互
に
セ
グ
リ
ゲ
ー
ト
さ
れ
た
集
団
間
に
社
会
的
相
互
作
用
は
生

ま
れ
な
い
」
と
い
う
彼
の
主
張
を
あ
と
づ
け
る
、
ダ
ン
カ
ン
と
リ
バ

ー
ソ
ン
が
ア
メ
リ
カ
の
諸
都
市
に
お
け
る
調
査
を
通
じ
て
提
示
し
た

ふ
た
つ
の
知
見
と
矛
盾
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
知
見
と
は
‘

第
一
に
異
な
る
民
族
的
な
出
自
を
持
つ
グ
ル
ー
プ

（
特
に
新
移
民
）

は
空
間
的
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
空

間
的
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
と
婚
姻
関
係
の
深
さ
は
逆
関
数
的
に
比

例
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ダ
ン
カ
ン
と
リ
バ
ー
ソ
ン

の
調
査
で
は
、
同
じ
カ
ト
リ
ッ
ク
系
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
系
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
系
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
各
グ
ル
ー
プ
間
に
は
比
較
的

高
い
空
間
的
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
ケ
ネ

デ
ィ
の
主
張
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
間
に
は
、
同
じ
カ

ト
リ
ッ
ク
系
で
あ
っ
て
も
婚
姻
関
係
の
深
ま
り
は
と
く
に
見
ら
れ
な

い
こ
と
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
ト
リ
プ
ル
・
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
ッ
ト
」
仮
説
と
の
間
の
矛
盾

を
解
決
す
る
た
め
に
、
ピ
ー
チ
教
授
は
ケ
ネ
デ
ィ
が
用
い
た
デ
ー
タ

そ
れ
自
体
に
戻
っ
て
再
検
証
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
グ
ル
ー
プ
相
互
の

婚
姻
率
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
が
示
す
は
ど
に
は
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
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明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
彼
は
空
間
的
な
分
布
と
社
会
的

な
相
互
作
用
の
程
度
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
自
ら
の
主
張
を
確
証
す

る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
の
分
析
を
進
め
て
、
エ
ス
ニ

ッ

ク

・
グ
ル
ー
プ
間
の
空
間
的
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
か
ら
そ

の
グ
ル
ー
プ
問
の
婚
姻
率
は
予
測
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
証

明
し
て
み
せ
た

(P
e
a
c
h
1
9
8
1
)

。

現代イギリスに 〈H本〉を説む

（二）

M
・
ゴ
ー
ド
ン
の
多
元
主
義
論
の
影
響

ピ
ー
チ
教
授
の
研
究
を
第
二
に
基
礎
づ
け
る
の
は

M
・
ゴ
ー
ド
ン

の
多
元
主
義

(p
lur
a
li
s
m
)
論
で
あ
る
。
社
会
地
理
学
に
は
多
元

主
義
に
つ
い
て
‘
こ
の
ゴ

ー
ド

ン

・
モ
デ
ル
と

M
・
G
・
ス
ミ
ス
に

よ
る
モ
デ
ル
の

2
つ
の
基
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
存
在
す
る
。
端
的

に
言
え
ば
、
ス
ミ
ス
・
モ
デ
ル
は
‘

空
間
的
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

の
原
因
に
つ
い
て
、
あ
る
集
団
に
よ
る
も
う
ひ
と
つ
の
集
団
へ
の
強

制
や
支
配
と
い
う
要
素
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
確
立
す

る
典
型
的
な
政
治
制
度
は
植
民
地
主
義
に
関
連
す
る
支
配
政
治
で
あ

る
と
す
る
。
他
方
、
ゴ
ー
ド
ン
の
モ
デ
ル
は
必
ず
し
も
あ
る
集
団
間

に
大
規
模
な
強
制
と
支
配
に
基
づ
く
社
会
的
相
互
作
用
が
な
く
と
も
、

空
間
的
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
は
存
在
し
う
る
と
み
な
す
も
の
で
あ

る

(L
e
y
,
P
e
a
c
h
 a
n
d
 C
la
r
k
e
 1
9
8
4
)

。

ピ
ー
チ
教
授
は
‘
ス
ミ
ス

・
モ
デ
ル
が
示
す
よ
う
に
、
強
制
と
支

配
が
確
か
に
多
元
主
義
社
会
を
形
作
る
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
を
生
み

出
し
た
植
民
地
的
な
支
配
か
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
集
団
間
の
支
配

特集

は
存
続
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
多
元
主
義
は
強
制
と

は
関
係
な
く
存
在
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

つ
ま
り
、
多
元
主

義
に
と

っ
て
、
支
配
は
十
分
条
件
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
必
要
条
件

で
は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ゴ

ー
ド
ン
の
多
元
主

義
モ
デ
ル
を
基
礎
に
置
い
た
結
果
、
ピ
ー
チ
教
授
は
多
元
主
義
に
つ

い
て
、
同
一
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
そ
の
集
団
内
部
に
も
分
化

が
生
ま
れ
う
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
多
元
性
や
分
化
に
は
自
発
的
な

側
面
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
注
目
す
る
の
で
あ
る

(P
e
a
c
h
1
9
8
4
)

。

二
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
エ
ス
ニ

ッ
ク
集
団
の
空
間
的
分
布
と
社

会
的
相
互
作
用
の
関
連
性
を
重
視
し
、
自
発
性
の
側
面
を
強
調
す
る

多
元
主
義
モ
デ
ル
の
立
場
を
採
用
し
た
上
で
、
ピ
ー
チ
教
授
は
実
際

に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
調
査

•

分
析
を
行
な
っ
て
い

る
。
本
節
で
は
こ
の
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
彼
の
研
究
の
成
果
を
紹
介
し
た

い

(P
e
a
c
h
1
9
8
4
)

。

（
一
）
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
に
課
せ
ら
れ
た
同
質
性

西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
は
通
常
一
括
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
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多
い
。
し
か
し
、
西
イ
ン
ド
諸
島
自
体
に
は
機
能
上
の
ま
と
ま
り
は

歴
史
的
に
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
こ
な
か
っ
た
と
ピ
ー
チ
教
授
は
指
摘

す
る
。
旧
植
民
地
時
代
か
ら
、
西
イ
ン
ド
諸
島
の
経
済
は
島
相
互
に

で
は
な
く
‘
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
支
配
力
に
よ

っ
て
統
合
さ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
平
行
す
る
経
済
に
加
え
て
、
各

島
々
の
ア
イ
ラ
ン
ド

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
さ
が
、
西
イ
ン
ド

諸
島
に
お
け
る
政
治
的
も
し
く
は
経
済
的
統
合
を
促
進
す
る
こ
と
を

困
難
に
し
て
き
た
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
帝
国
末
期
に
お
い
て
、
西
イ

ン
ド

諸
島
を
ひ
と
つ
の
同
質
的
な
社
会
の
セ

ッ
ト
で
あ
る
と
み
な
し
、

一

括
し
た
戦
後
処
理
の
対
象
と
し
て
扱
う
と
と
も
に
、
ま
た
、
「
人
種

関
係
」
施
策
を
行
な
う
際
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
移
住
し
て
き
た
西
イ
ン

ド
諸
島
出
身
者
を
同
質
的
な
集
団
で
あ
る
と
み
な
し
た
。
こ
の
よ
う

に
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
を
同
質
的
な
集
団
と
し
て
扱
う
視
点
は
‘

マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
人
種
主
義
者
と
い
う
政
治
的
な
立
場
で
は
全
く
正

反
対
に
あ
る
人
々
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
ら
に
お
し
す
す
め
ら
れ
た
。

マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
機
能
的
な
階
級
の
ま
と
ま
り
を
促
進
さ
せ
る

た
め
に
、
そ
し
て
実
際
に
そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
共
通
す
る
諸
問
題

の
対
処
に
協
力
し
合
う
た
め
に
、
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
、
イ

ン
ド

亜
大
陸
出
身
者
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
大
陸
出
身
者
た
ち
の
あ
い
だ
に

「黒
人
」
と
し
て
の
連
帯
を
促
そ
う
と
試
み
た
。
他
方
、
人
種
主
義

者
た
ち
は
‘

エ
ス
ニ
ッ
ク
な
差
異
を
は
と
ん
ど
考
慮
す
る
こ
と
な
く
‘

す
べ
て
の
イ
ン
ド
亜
大
陸
出
身
者
を
「
パ
キ
ス
」
と
呼
び
、
す
べ
て

の
西
イ

ン
ド
諸
島
出
身
者
を
「
ジ
ャ

マ
イ
カ

ン」

と
呼
び
、
さ
ら
に

は
す
べ
て
の
旧
植
民
地
出
身
者
を
「
黒
人
」
と
呼
ん
で
、
彼
ら
を
媒
悪

の
対
象
と
し
て
一
括
し
て
扱
お
う
と
し
た
。

確
か
に
旧
植
民
地
出
身
者
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
け
る
役
割
が
類

似
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
戦
後
経
済
の
拡

大
に
と
っ
て
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
労
働
力
予
備
軍
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
旧
植
民
地
出
身
者
の

イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
移
動
の
波
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
や
や
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ

る
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
サ
イ
ク
ル
に
対
応
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
彼
ら
は
本
国
人
労
働
者
が
就
き
た
が
ら
な
い
仕
事
に
導
入
さ
れ

る
が
、
そ
れ
ら
の
仕
事
は
人
口
上
衰
退
を
示
し
て
い
た
大
都
市
中
心

部
に
集
中
し
て
い
た
た
め
に
、
旧
植
民
地
出
身
者
は
職
業
上
だ
け
で

は
な
く
地
理
的
に
も
類
似
し
た
境
遇
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

そ
の
結
果
、
彼
ら
旧
植
民
地
出
身
者
を
同
質
的
な
も
の
と
し
て
捉
え

る
見
方
が
、

一
層
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
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（二
）
強
制
と
し
て
の
多
元
主
義

旧
植
民
地
出
身
者
は

一
方
で
以
上
の
よ
う
な
マ
ク
ロ

ス
ケ
ー
ル
で

の
類
似
性
を
示
し
て
い
る
が
、
他
方
、
各
集
団
は
社
会
的
な
独
自
性

を
維
持
し
て
お
り
、
そ
の
定
住
パ
タ
ー
ン
も
空
間
的
に
分
化
し
て
い

た
。
西
イ

ン
ド
諸
島
出
身
者
と
イ

ン
ド
亜
大
陸
出
身
者
は
、
同
じ
地

域
に
暮
ら
す
こ
と
を
避
け
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
一

足
早
く
大
羅
の
規
模

で
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
は
イ

ン
ナ
ー
バ
ラ
に



現代イギリ スに く[I,j,: 〉 を読む

顕
著
な
形
で
定
箔
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
出
身
者
は
イ
ン
ナ
ー

バ
ラ
よ
り
も
む
し
ろ
ア
ウ
タ
ー
バ
ラ
に
分
布
し
て
い
る
。
西
イ
ン
ド
諸

島
出
身
者
の
集
中
は
列
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
関
連
し
て
い
る
の
に
対
し
、

イ
ン
ド
亜
大
陸
出
身
者
の
集
中
は
空
港
や
港
と
関
連
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
一
見
空
間
的
な
分
化
を
示
し
て
は
い
る
け
れ

ど
も
、

い
ず
れ
の
地
域
も
入
国
の
場
と
し
て
も
‘
働
く
場
と
し
て
も

重
要
で
あ
る
と
い
う
共
通
性
に
加
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
人
が
住
む

こ
と
を
避
け
る
地
域
で
も
あ
る
と
い
う
共
通
性
を
持

っ
て
い
た
。

つ

ま
り
、
彼
ら
は
同
じ
地
域
に
は
居
住
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
同

じ
種
類
の
地
域
に
暮
ら
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら

の
空
間
分
布
が
ス
ミ
ス
の
多
元
主
義
モ
デ
ル
が
示
す
よ
う
な
強
制
や

支
配
の
結
果
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
分
析
で

き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
旧
植
民
地
出
身
者
は
職
業
構
造
の
最
末
端

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
に
‘
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
住
宅
市
場
で

の
そ
の
競
争
力
が
著
し
く
制
限
さ
れ
、
ま
た
当
該
自
治
体
へ
の
在
住

期
間
が
そ
の
応
募
規
定
に
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
、

新
来
者
と
し
て
の
彼
ら
の
地
位
は
し
ば
し
ば
公
営
住
宅
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
り
、
必
然
的
に
そ
の
よ
う
な
類
似
し
た
地
域

に
居
住
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
国
人
の
人
種
差
別

的
な
態
度
も
、
す
べ
て
の
労
働
者
階
級
の
住
宅
が
彼
ら
に
開
か
れ
な
い

ひ
と
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
（
富
尚
一
九
九
二
）
。
そ
の
多
元
化
の
一
端
は
‘
一
九
六
一
年
か
ら

一
九
六
六
年
の
間
に
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
が
白
人
人
口
か
ら
分
離
す

特集

る
程
度
が
次
第
に
増
大
す
る
傾
向
を
示
し
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る

b

（
三
）
選
択
と
し
て
の
多
元
主
義

西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
は
あ
た
か
も
同
質
的
な
集
団
で
あ
る
か
の

よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
ア
イ
ラ

ン
ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
依
然
強
い
ま
ま
で
あ

っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
セ
ン
サ
ス
は
、
西
イ
ン
ド
諸
島
内
の
す
べ
て
の
島
や
領
域
的
集

団
に
つ
い
て
区
別
を
行
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
そ
れ
ら

の
空
間
的
な
分
布
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
調
査
を

見
る
と
、
チ
ェ
イ
ン

・
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
連
鎖
移
民
）
の
過
程

か
、
各
島
な
い
し
は
各
村
落
集
団
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
特
定
地
域

へ
の
集
住
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
チ
ェ
イ

ン

・
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
‘
イ
ギ
リ
ス
に
到
着
し
た
ば
か
り
の

人
々
が
同
じ
島
出
身
者
を
通
じ
て
居
住
地
や
職
を
見
つ
け
る
の
に
役

立
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
も
居
住
の
近
接
性
と
同
じ
島
出
身
者

の
間
の
結
婚
を
通
し
て
、
そ
の
絆
は
継
続

・
強
化
さ
れ
た
。

一
九
七
一
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
グ
レ

ー
タ
ー

ロ
ン
ド
ン
の
バ

ラ
レ
ベ
ル
で
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
者
の
空
間
的
分
布
を
見
る
と
、
そ

れ
は
全
体
と
し
て
の
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
の
分
布
と
は
ぼ
一
致
し

て
い
る
。
こ
れ
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
者
が
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
の

過
半
数
を
構
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
定
の
統
計
的

な
操
作
を
行
な
え
ば
、
セ
ン
サ
ス
が
区
別
化
し
て
い
る
ア
イ
ラ
ン
ド
・
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グ
ル
ー
プ
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
集
住
の

パ
タ

ー

ン
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
。
ま
た
、

I
D

(I
n
d
e
x
 
of D
i
s
s
i
m
i
l
a
r
i
t
y
)

と

い
う
統
計
的
指
標
を
用
い
て
セ

グ
リ

ゲ
—

シ
ョ
ン
の
程
度
を
見
る
と
、
全

体
と
し
て
の
西
イ
ン
ド
諸

島
出
身
者
と
本
国
人
の
間
の
値
と
、
同
じ
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
と

し
て
扱
わ
れ
る
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
者
と
ト
リ

ニ
ダ
ド
出
身
者
の
間
の

値
は
、
わ
ず
か
に
前
者
が
上
回

っ
て

い
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
は
西
イ

ン
ド
諸
島
出
身
者
の
空
間
的
な
多
元
性
の
一
端
を
示
す
も
の
と
言
え

る。
つ
ま
り
、
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
が
集
住
し
て
い
る
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ
各
ア
イ
ラ
ン
ド
出
身
者
が
集
住
し
て
い
る
と
い
っ
た
方

が
正
確
で
あ
り
、
同
一
の
グ
ル
ー
プ
と
み
な
さ
れ
た
西
イ
ン
ド
諸
島

出
身
者
の
間
に
も
分
化
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
‘
こ

れ
ら
の
空
間
的
な
分
化
が
、
ス
ミ
ス
の
多
元
主
義
モ
デ
ル
か
示
す
よ

う
な
強
制
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
ア
イ
ラ
ン

ド
・

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
さ
に
し
た
が
っ
て
、
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
ピ
ー
チ
教
授
は
指
摘
す
る
。

（
四
）
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
言
語

ピ
ー
チ
教
授
は
以
上
の
よ
う
に
空
間
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
関

係
に
つ
い
て
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
は
言
語
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
第
一
項
及
び
第
二

項
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
及
び
そ
の
空
間
的
な
分
布
は
決
し
て
同
質
的
で
は
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
‘
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
若
い
「
黒
人
」
の
話
す
仲
間
言
葉

が
収
緻
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。

収
倣
化
を
示
し
つ
つ
あ
る
そ
の
言
葉
は
ど
の
西
イ
ン
ド
諸
島
の
言

葉
で
も
な
い
が
、
多
く
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
的
な
要
素
と
ロ
ン
ド
ン
な
ま

り
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
確
か
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
者
は
西
イ
ン

ド
諸
島
出
身
者
の
過
半
数
を
構
成
し
て
い
る
た
め
に
、
彼
ら
の
言
葉

が
支
配
的
な
ス
タ
イ
ル
に
な
る
傾
向
は
否
定
で
き
な
い

。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
が
若
い
「
黒
人
」
の
間
で
空
間
お
よ
び
状
況
と
無
関
係
に

常
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
系
ク
レ
オ
ー
ル
が
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
訳
で
は
な
い

。
言
語
の
使
用
は
あ
る
空
間
に
お
い
て
単
独
の

ア

イ
ラ
ン
ド

・
グ
ル
ー
プ
が
ど
の
程
度
支
配
的
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
や
‘
誰
が
誰
に
対
し
て
何
を
話
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
と
密

接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
階
級
‘
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、
さ
ら
に
は
白
人
社
会
か
ら
の
分
離
の
程
度
も
ク

レ
オ
ー

ル
の
使
用
の
程
度
を
左
右
し
て
い
る
と
言
え
る
。

つ
ま
り
、

言
語
も
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
そ
れ
自
体
と
同
様
に
、
き
わ
め
て
状
況
に
依

存
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
若
い
「
黒
人
」
の
あ
い
だ
で
使
わ
れ
る
仲
間
言
葉
が

収
倣
化
を
示
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
事
実
は
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
多

く
の
第
二
世
代
に
と
っ
て
、
「
黒
人
イ
ギ
リ
ス
人
」
と
い
う
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
ピ
ー
チ
教

授
は
考
え
る
。
自
ら
の
出
自
で
あ
る
島
社
会
へ
の
関
心
や
そ
れ
ら
に
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関
わ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
第
二
世
代
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
く

な
り
、
た
と
え
ば
レ
ゲ
エ
の
よ
う
な
わ
か
り
や
す
い
ジ
ャ
マ
イ
カ
的

な
要
素
が
彼
ら
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
優
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る

の
だ
。

現代イギリスに（日本〉を読む

こ
う
し
て
、
皮
肉
に
も
、
す
べ
て
の
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
を
ジ

ャ
マ
イ
カ
出
身
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
っ
た
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
の

鈍
感
な
態
度
が
、
こ
こ
へ
来
て
正
し
い
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
し

か
も
そ
れ
が
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
言
う
と
こ
ろ
の
階
級
意
識
か
ら
で

は
な
く
‘
む
し
ろ
白
人
の

レ
イ
シ
ズ
ム
と
の
関
連
で
生
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
ピ
ー
チ
教
授
は
重
視
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
生

ま
れ
た
、
も
っ
と
も
セ
グ
リ
ゲ
ー
ト
さ
れ
た
地
区
の
「
黒
人
」
の
若

者
は
独
特
の
ス
ト
リ
ー
ト
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
（
服
装
、
言
語
、
音

楽
、
宗
教
、

マ
リ
フ
ァ
ナ
ヘ
の
態
度
）
を
も
つ
に
い
た
り
、
そ
れ
ら

が
警
察
と
の
反
目
を
促
す
結
果
を
生
ん
で
い
る
の
だ
と
結
論
づ
け
て

い
る
。

ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
か
ら
セ
ン
サ
ス
レ
ベ
ル
ヘ

特集

西
イ
ン
ド
諸
島
出
身
者
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
空
間
分
布
と
社
会
的

相
互
作
用
に
つ
い
て
の
ピ
ー
チ
教
授
に
よ
る
以
上
の
よ
う
な
分
析
は
‘

一
九
九
一
年
イ
ギ
リ
ス
セ
ン
サ
ス
ヘ
の
エ
ス
ニ

ッ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
そ
れ
自
体
を
問
う
設
問
（
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）
の
導

入
に
と
も
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
展
開
を
示
し
た

(
P
e
a
c
h

1
9
9
6
a
)
。

(
＿
）
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
セ
ン
サ
ス
ヘ
の
導
入

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
グ
ル
ー
プ
の
数
と
そ
れ
ら
が
示
す
特
徴
へ
の
関
心

は
人
種
関
係
法
の
発
効
と
と
も
に
高
ま
り
を
示
し
た
が
、
一
九
九
一

年
ま
で
イ
ギ
リ
ス
の
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
そ
の
も
の
を
尋
ね
る
問
い
は
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
あ
る
特
定
の
グ
ル
ー
プ
を
「
人
種
的
に
」

カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
う
る
と
い
う
強
い
懸
念
が
存

(2) 

在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
一
年
以
前
の
セ
ン
サ

ス
で
は
迂
回
し
た
形
で
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
デ
ー
タ
の
収
集
が
行
な
わ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
一
年
セ
ン
サ
ス
以
来
、
出
生
地
を
尋
ね

る
設
問
が
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
代
用
物
と
し
て
用
い
ら

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
出
生
国
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
同
一
視
す
る
こ
と
に

は
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
旧
植
民
地
諸
国
で
生
ま
れ
た

人
々
の
な
か
に
は
多
く
の
白
人
人
口
が
含
ま
れ
て
お
り
、
出
生
国
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
推
計
を
お
こ
な
う
と
、
非
白
人
エ
ス
ニ

(
3
)
 

ッ
ク
人
口
は
実
際
よ
り
も
高
い
値
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ

れ
に
加
え
て
、
移
民
の
波
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
一
九
六

0
年
代
以
降
、

(
4
)
 

次
第
に
第
二
世
代
の
占
め
る
割
合
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
出
生
国

に
よ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
推
計
は
次
第
に
現
実
か
ら
の
乖
離
を
深
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
年
々
そ
の
構
成
割
合
を
高
め
て
い
る
第

二
世
代
の
ほ
と
ん
ど
は
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
で
あ
る
た
め
に
、
出
生
国

に
よ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
推
計
で
は
彼
ら
の
存
在
は
無
視
さ
れ
、
エ
ス
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ニ
ッ
ク
人
口
は
実
際
よ
り
も
か
な
り
低
い
数
字
し
か
示
さ
な
い
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
と
く
に
後
者
の
問
題
か
顕
在
化
す
る
に
し
た
が

っ

て
、
セ
ン
サ
ス
ヘ
の
エ
ス
ニ

ッ
ク
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
導
入
が
現
実

味
を
持

っ
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
ヘ
の
拒
否
反
応
は
上
記
の
よ
う
に
存
在
し
た
が
、
そ
こ
で
新

た
に
浮
上
し
て
き
た
問
題
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
に

関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
出
生
地
か
明
白
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ

る
の
に
対
し
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
状
況
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
生

じ
た
問
題
で
あ
る
。
一

九
九

一
年
セ
ン
サ
ス
で
は
十
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

（白
人
、
カ
リ
プ
系
黒
人
、
ア
フ
リ
カ
系
黒
人
、
そ
の
他
の
黒
人
‘

イ
ン
ド
系
、
パ
キ
ス
タ
ン
系
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
系
、
中
国
系
、

そ
の
他
の
ア
ジ
ア
系
、
そ
の
他
の
そ
の
他
）
が
作
成
さ
れ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
妥
当
性
を
め
ぐ
る
問
題
が
常
に
存
在
す
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
そ
れ
に
関
連
す
る
形
で
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
の
基
準
が
エ

ス
ニ

ッ
ク
に
関
わ
る
も
の
と

「
人
種
」
に
関
わ
る
も
の
と
が
混
同
さ

れ
て
い
る
と
い
う
問
題
も
存
在
し
て
い
る
。
と
く
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
系

の
人
々
を
白
人
と
し
て

一
括
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
は
‘
イ
ギ

リ
ス
国
内
に
お
け
る
ネ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
分

裂
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
存
在
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
指

摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
今
後
い

っ
そ
う
の
増
加
を
示
す

と
考
え
ら
れ
る
‘
異
な
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
間
の
婚
姻
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
、
ど
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る

の
か
と
い
う
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
持
ち
な
が
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
セ
ン
サ

ス
に
お
け
る
エ
ス
ニ

ッ
ク
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
が
、
比
較
的
近
年
移
住

し
て
き
た
非
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
系
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
状
況

を
統
計
的
に
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で
、
そ
れ
は
画
期
的
な
も
の

で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
は
、
セ
ン
サ
ス
の
質
の
向
上
と
い
う

点
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、

一
九
五
一
年
に
初
め
て
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
み
に
適
用
さ
れ
た
エ
ニ
ュ
メ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト

(6
)
 

レ
ベ
ル
の
資
料
公
開
が
、
七

一
年
に
は
そ
の
デ
ー
タ
ヘ
の
ア
ク
セ
ス

手
段
の
問
題
は
あ
り
な
が
ら
も
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
も
適
用
さ
れ
、
さ

ら
に
八

一
年
に
は
そ
れ
ら
が
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
、
エ
ス
ニ

ッ
ク

・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
導
入
と
結
び
つ
い
て
、
エ

ス
ニ

ッ
ク
な
空
間
分
布
に
関
す
る
分
析
を
飛
躍
的
に
精
緻
な
も
の
と

す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
と
言
え
る
。
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セ
ン
サ
ス
デ
—
夕
が
明
ら
か
に
し
た
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
の
状
況

こ
の
よ
う
な
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ
の
質
の
向
上
を
背
景
に
、
ピ
ー
チ

教
授
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
察
を

進
め
る

(P
e
a
c
h
a
n
d
 R
o
s
s
i
t
e
r
 1
9
9
6
)

。

こ
こ
で
、
セ
グ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
に
は
二

つ
の
種
類
の
も
の
が
存
在
し
て
お
り
、

ど
ち
ら
の
見
方
に
立
つ
か
に
よ

っ
て
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
事
実
認

（二）



現代イギリ スに 〈日本〉を読む

定
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
第
一
の
視
点
は
あ
る
ひ
と
つ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
い
し
は

「
人
種
」
グ
ル
ー
プ
が
特
定
の
居
住
地
域
の
総
人
口
に
お
い
て
占
め

る
割
合
を
指
す
場
合
に
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
視
点
は
あ
る

エ
ス
ニ

ッ
ク
な
い
し
は
「
人
種
」
グ
ル

ー
プ
の
構
成
員
が
特
定
の
居

住
地
域
に
お
い
て
し
か
見
出
さ
れ
な
い
場
合
を
さ
す
も
の
で
あ
る
。

前
者
は
「
ゲ
ッ
ト
ー
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
後
者
は
「
エ
ス
ニ

ッ
ク

・

ビ
レ
ッ
ジ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
ま
る
。

マ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は

か
な
り
不
均
等
な
分
布
を
示
し
て
お
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ

(7
)
 

ー
ル
ズ
よ
り
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
、
そ
し
て
そ
の
な
か
で
も
と
く
に

グ
レ
ー
タ
ー
ロ
ン
ド
ン
と
そ
の
他
の
主
要
な
大
都
市
圏
カ
ウ
ン
テ
ィ

(
8
)
 

に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
そ
の
よ
う
な

主
な
都
市
地
域
内
に
お
い
て
も
不
均
等
な
分
布
を
示
し
て
お
り
、
イ

ン
ナ
ー
エ
リ
ア
に
著
し
く
集
中
す
る
傾
向
も
示
し
て
い
る
。
そ
し
て

ワ
ー
ド
レ
ベ
ル
や
エ
ニ
ュ
メ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
（
以

下

E
.
D
と
記
す
）
レ
ベ
ル
で
は
、
多
く
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
人
口
が

白
人
人
口
の
占
め
る
割
合
の
低
い
地
域
に
居
住
し
、
地
域
サ
イ
ズ
が

小
さ
く
な
る
に
つ
れ
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
人
口
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
が
強

(9
)
 

ま
る
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
、
個
々
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
多
数
派
を
構
成
す
る
よ
う
な

タ
ウ
ン
な
い
し
は
シ
テ
ィ
も
、
さ
ら
に
は
バ
ラ
も
存
在
し
て
い
な
い

。

ま
た
、
高
い
集
中
を
示
す
ワ
ー
ド
の
数
は
少
な
く
、
そ
の
よ
う
な
高

特集

い
集
中
を
示
す
地
域
で
暮
ら
す
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
も
少

な
い

（グ
ラ
フ

1
)。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
ア
フ
リ

カ
系
が
示
す
高
い
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
は
対
照
を
な
す
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
各
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
、
集
中
の
程
度
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
‘

黒
人
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
南
ア
ジ
ア
系
グ
ル
ー
プ
の
方
が
セ
グ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
の
程
度
が
概
し
て
高
い

。
カ
リ
ブ
系
黒
人
、
ア
フ
リ
カ
系
黒

人
、
そ
の
他
の
黒
人
が
そ
れ
ぞ
れ
も
し
く
は
あ
わ
せ
て
構
成
す
る
最

大
の
集
中
が
ど
の
ワ
ー
ド
で
も
総
人
口
の
半
分
以
下
で
あ
る
の
に
対

し
、
南
ア
ジ
ア
系
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
も
し
く
は
あ
わ
せ
て
構
成

す
る
最
大
の
集
中
は
、
多
く
の
ワ
ー
ド
で
多
数
派
と
な

っ
て
い
る
。

次
に
、
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の

二
つ
の
視
点
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す

る
尺
度
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
知
見
を
示

す
。
グ
ル
ー
プ
間
の
空
間
分
布
の
対
称
性
に
注
目
し
た
、
し
た
が
っ

て
ゲ
ッ
ト
ー
的
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
を
示
す
こ
と
に
な
る

I

D

(I
n
d
e
x
 of 
D
i
s
sim
i
la
r
it
y
)
お
よ
び
そ
れ
の
変
異
体
と
し

て
の

I

S

(
I
n
d
e
x
of 
S
e
g
r
i
g
a
t
i
o
n
)
と
い
う
尺
度
の
使
用
に
よ

る
分
析
は
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
一
に
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
の
程
度
が
ワ
ー
ド
レ
ベ
ル
よ
り
も

E
.
D
レ
ベ
ル
の
方
か
一
般

的
に
高
く
、
そ
れ
は
特
に
中
国
系
の
場
合
に
著
し
い

。
中
国
系
の
セ

グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
は
‘
グ
レ
ー
タ
ー
ロ
ン
ド
ン
で
も
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
で
も
‘
ワ
ー
ド
レ
ベ
ル
で
は
も
っ
と
も
低
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
が
、
E

•

D

レ
ベ
ル
で
は
非
常
に
高
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
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ワードレベルのローレンツカープ（イギリス、 1991)グラフ 1

(I人
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10 ゜゚

こ
れ
は
中
国
系
の
総
人
口
が
そ
も
そ
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
由
来

し
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
同
様
に
総
人
口
数
の
少
な
い
ア
フ
リ
カ

系
は
ワ
ー
ド

レ
ベ
ル
で
も

E
.
D
レ
ベ
ル
で
も
同
じ
程
度
の
セ
グ
リ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
そ
れ
ら
を

中
国
系
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
と
み
な
す
こ
と
は
可
能
で
あ

ろ
う
。第

二
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
系
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
が
非

常
に
高
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
分
布
は
他

の
エ
ス
ニ
ッ

ク

・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
系
は
白
人
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
エ
ス
ニ

ッ
ク

・
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
か
ら
も
高
い
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
を

示
し
て
い
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
系
か
ら
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

の
程
度
が
最
も
低
い
パ
キ
ス
タ
ン
系
と
の
場
合
を
注
目
す
る
と
、
セ

グ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
の
程
度
は
ワ
ー
ド
レ
ベ
ル
に
比
較
し
て
、

E

•
D

レ
ベ
ル
で
は
か
な
り
高
い
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

ら
の
特
徴
か
ら
指
摘
で
き
る
の
は
‘
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
系
の
セ
グ

リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
は
積
極
的
に
選
び
取
ら
れ
た
側
面
が
存
在
し
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
が
二

番
目
に
裔
い
パ
キ
ス
タ
ン
系
も
‘
は
と
ん
ど
す
べ
て
の
他

の
エ
ス
ニ

ッ
ク

・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
か
ら
の
高
い
程
度
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を

示
し
て
お
り
、
こ
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
も
選
択
と
し
て
の
側
面
を

持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
カ
リ
ブ
系
黒
人
の
場
合
、

出典
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グ
レ

ー
タ
ー
ロ
ン
ド
ン
に
お
け



現代イギリスに くH本）を読む

る
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
値
は
‘
一
九
六
一
年
か
ら
の
デ
ー
タ
と
比

較
す
る
と
、
ど
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
徐
々
に
滅
少
す
る

傾
向
を
示
し
て
い
る

（表

2
)。
そ
れ
は
地
理
的
に
見
る
と
、
最
も

密
集
し
た
中
心
地
域
か
ら
の
減
少
及
び
そ
の
集
中
地
域
の
外
延
へ
の

増
大
と
い
う
形
で
現
れ
て
い
る
。
当
初
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
程

度
も
合
衆
国
の
場
合
は
ど
高
く
は
な
く
‘
し
か
も
こ
の
よ
う
に
そ
の

程
度
が
年
々
下
降
気
味
で
あ
る
と
い
う
点
を
考
え
る
と
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
と
の
間
に
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
グ
ル
ー
プ
間
の
空
間
的
な
距
離
だ

け
で
は
な
く
、
社
会
的
な
距
離
に
つ
い
て
も
大
き
な
相
違
が
存
在
す

る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

次
に
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
別
の
グ
ル
ー
。フ
に
さ
ら
さ
れ
る
程
度
を

尺
度
化
し
た
、
つ
ま
り
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ビ
ッ
レ
ジ
的
な
セ
グ
リ
ゲ
ー

＊
 

シ
ョ
ン
の
程
度
を
示
す
こ
と
に
な
る
リ
バ
ー
ソ
ン
の

P
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
を
使
用
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
エ
ス
ニ

ッ
ク

・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
か
明
ら
か
と
な
る
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の

E

•

D

レ
ベ
ル
で
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
系
は
白
人
よ
り
も
パ
キ
ス
タ
ン

系
に
出
会
う
可
能
性
の
方
が
高
い

。
こ
れ
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
お
い

て
は
パ
キ
ス
タ
ン
系
が

E

•

D

レ
ベ
ル
で
の
集
中
の
程
度
が
か
な
り

高
い
こ
と
と
、
白
人
が
パ
キ
ス
タ
ン
系
を
含
む

E
•
D

に
暮
ら
す
可

能
性
が
か
な
り
低
い
こ
と
に
由
米
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
よ
り
も
ロ
ン
ド
ン
ヘ
の
高
い
集
中
を
示
す
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
系
の
場
合
、
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
の

E
.
D
レ
ベ
ル
で
は
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
系
よ
り
も
パ
キ
ス
タ
ン
系
に
会
う
可
能
性
の
方
が
高
い
の

特集

に
対
し
、
ロ
ン
ド
ン
の

E

•

D

レ
ベ
ル
で
は
そ
の

他
の
エ
ス
ニ

ッ

ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
よ
り
も
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
系
に
会
う
可
能
性

の
方
が
高
い

。
た
だ
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
系
の
場
合
、
ど
ち
ら

の
都
市
で
も
白
人
に
会
う
可
能
性
が
飛
び
ぬ
け
て
最
も
高
く
、
こ
れ

は
白
人
人
口
に
比
し
て
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
系
人
口
が
圧
倒
的
に

少
な
い
と
い
う
事
実
に
よ

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（三
）
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
要
因
分
析
と
現
状
認
識

ピ
ー
チ
教
授
は
、
こ
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
セ

グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を
ま
ず
そ
の
要
因
と
関
連
付
け
て
考
察
す

る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ス
ニ

ッ
ク

・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
の
経
済
的
に
劣
勢
な
地

位
や
レ
イ
シ
ズ
ム
な
ど
の
消
極
的
な
要
因
だ
け
に
還
元
さ
れ
る
こ
と

を
否
定
し
、
チ
ェ
イ
ン

・
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
の
よ
う
に
栢

極
的
な
要
因
も
関
わ

っ
て
い
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
考
え
方
が
彼
の

一
貫
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

一
九
六

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
初
頭
に
か

け
て
、
空
間
的
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
要
因
に
つ
い
て
、
そ
れ
が

選
択
に
よ
る
も
の
か
強
制
に
よ
る
も
の
か
と
い
う
議
論
が
起
こ

っ
た
。

こ
れ
を
調
停
す
る
も
の
と
し
て
、
構
造
化
理
論
を
使
用
し
て
、
白
人

社
会
の
差
別
的
な
強
制
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

・
グ
ル
ー
プ
に
よ

っ
て
内

面
化
さ
れ
、
表
面
的
に
は
選
択
の
結
果
の
よ
う
に
見
え
る
セ
グ
リ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
い
う
主
張
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、
ピ
ー
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チ
教
授
は
そ
れ
を
一
種
の
強
制
モ
デ
ル
で
あ
る
と
否
定
す
る
。

セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
単
に
白
人
か
ら
の
周
辺
化
の
結
果
で
は
な

く
、
彼
ら
自
身
の
選
択
の
結
果
と
し
て
の
側
面
を
も
つ
こ
と
を
、
彼

は
以
下
の
三
点
に
基
づ
い
て
主
張
す
る
。
第
一
に
上
記
の
セ
ン
サ
ス

の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
白
人
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
各

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
間
だ
け
で
は
な
く
‘
様
々
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
間
に
高
い
程
度
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
、
第
二
に
個
別
の
先
行
研
究
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
通
常
同
質
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
内
に

も
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
エ

ス
ニ
ッ
ク
人
口
と
都
市
人
口
の
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
的
な
分
布
を
比
較

す
る
こ
と
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
る
、
経
済
的
な
要
因
が
エ
ス
ニ
ッ

ク
な
人
口
分
布
に
そ
れ
は
ど
重
要
性
を
持
た
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
で

あ
る
。ピ

ー
チ
教
授
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
九
一
年
セ
ン
サ
ス
の
分
析
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
従
来
か
ら
の
主
張
を
展
開
さ
せ
る
と
と
も
に
、
次

の
よ
う
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
現
実
認
識
を
行
な
っ
て
い

る
。
都
市
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人

と
同
じ
モ
デ
ル
を
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
も
た
ど
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
強
い
懸
念
が
存
在
し
て
き
た

が
、
一
九
九
一
年
の
セ
ン
サ
ス
は
よ
り
楽
観
的
な
結
果
を
指
し
示
し

て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ゲ
ッ
ト
ー
的
な
セ
グ
リ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
も
エ
ス
ニ

ッ
ク

・
ビ
レ
ッ
ジ
的
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
も

著
し
く
高
い
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
的
な
モ
デ
ル
の
セ
グ
リ
ゲ

ー
シ

ョ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
に
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
と
く
に
カ

リ
プ
系
黒
人
に
つ
い
て
よ
り
強
く
言
え
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

カ
リ
ブ
系
黒
人
は
、
そ
の
劣
勢
な
経
済
的
な
地
位
と
実
質
上
続
く
明

ら
か
な
差
別
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
セ
グ
リ
ゲ
—

シ
ョ
ン
の
傾
向
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
衰
え
を
見
せ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

ピ
ー
チ
教
授
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
紹
介
を
通
じ
て
、
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
都
市
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
状
況
を
示
し
て
き
た
。
そ
れ

は
以
下
の
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
に
お

い
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は
確
か
に
存
在
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
形
態
と
規
模
は
各
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は
強
制
と
い
う
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
要
因
み
な
ら
ず
選
択
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
因
の
結

果
で
も
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
要
因
間
に
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互

作
用
が
含
ま
れ
て
い
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

こ
の
よ
う
な
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は
‘
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
系
か

示
す
著
し
い
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
規
模
に
お

い
て
明
ら
か
に
異
な
る
様
相
を
示
し
て
お
り
、
今
後
ア
メ
リ
カ
モ
デ

ル
と
は
異
な
る
空
間
的
な
分
布
を
示
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。



こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
に
関
す
る
知
見
に
加
え
て
、
セ
ン
サ
ス
ヘ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
で
立
ち
現
れ
た
問
題
は
、

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
問
題
を
分
析
す
る
際
の
基
礎
資
料
が
そ
の
国
籍
に
依

存
し
、
国
籍
で
は
か
り
し
れ
な
い
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
状
況
の
把
握
の
必

要
性
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
日
本
の
状
況
に
と
っ
て
、

非
常
に
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
本
稿
で
は
ピ
ー
チ
教
授
が
こ
れ
ら
の
上
に
さ
ら
な
る
展

開
を
示
し
た
住
宅
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
＜
触
れ
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

現代イギリスにく日本〉を読む

主――――口
(l
)

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六

0
年
代
及
ぴ
一
九
七

0
年
代
は
じ
め
に
公
営

住
宅
が
旧
植
民
地
か
ら
の
移
民
に
し
だ
い
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ

れ
て
、
西
イ
ン
ド
諸
品
出
身
者
の
白
人
人
口
か
ら
の

I
D
は
減
少
傾
向
を

示
し
た
。
と
は
言
え
‘
一
九
七
一
年
セ
ン
サ
ス
の
結
果
と
一
九
七
七
年
の

全
国
居
住
調
査
の
結
果
か
ら
、
パ
ラ
レ
ベ
ル
で
の
白
人
と
西
イ
ン
ド
諸
島

出
身
者
間
の
分
離
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
三
七
•
七
か
ら
四
一
•
五
へ
と
増

加
し
て
い
る
（
富
岡
一
九
九
二）。

(
2
)

実
際
、

一
九
八
一
年
の
セ
ン
サ
ス
で
は
‘
予
備
テ
ス
ト
段
階
に
お
い
て

は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
が
含
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

上
記
の
よ
う
な
理
由
か
ら
回
答
者
の
強
い
拒
否
に
あ
い
、
本
番
に
お
い
て

そ
の
設
問
は
破
棄
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た

(
P
e
a
c
h
1
9
9
6
a
)
。

(
3
)

た
と
え
ば
、
通
常
非
白
人
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る

特集

「
ニ
ュ
ー
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
出
身
者
」
と
「
イ
ン
ド
出
身
者
」
の
場
合
、

一
九
九

一
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
、
前
者
は
そ
の
二

0
%、
後
者
は
そ
の

一
五
％
が
白
人
人

口
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

(P
e
a
c
h

1
9
9
6
a
)
。

(
4
)

一
九
九
一
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
カ
リ
プ
系
黒
人
の
五
四
％
、
イ

ン

ド
系
の
四
三
％
、
パ
キ
ス
タ
ン
系
の
五

0
%、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
系
の
三

七
％
、
そ
し
て
そ
の
他
の
黒
人
の
八
五
％
が
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
で
あ
る

(P
e
a
c
h
 1
9
9
6
a
)
。

(5
)

た
だ
し
、
出
生
地
に
関
す
る
設
問
は
依
然
存
在
す
る
の
で
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
系
に
つ
い
て
は
出
生
地
か
ら
推
計
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い

る

(
P
e
a
c
h
1
9
9
6
a
)
。

(6
)

ロ
ン
ド
ン
の
場
合
、
各
地
域
レ
ベ
ル
は
次
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
。
シ

テ
ィ
ー
（
ロ
ン
ド
ン
市
）
、
パ
ラ
（
ロ
ン
ド
ン
特
別
区
）
↓
ワ
ー
ド

（
区
）
↓
エ
ニ
ュ
メ
レ

ー
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
。
グ
レ
ー
タ
ー
ロ

ン
ド
ン
は
シ
テ
ィ
ー
と
三
二
の
パ
ラ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
各
パ
ラ
は
二
〇
弱
の
ワ
ー
ド
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
ワ
ー

ド
に
は
お
よ
そ
二
五

0
0世
帯
が
含
ま
れ
て
い
る
。

エ
ニ
ュ
メ
レ
ー
シ
ョ

ン

・
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
は
ワ
ー
ド
よ
り
も
さ
ら
に
下
の
レ
ベ
ル
の
地
域
区

分
で
あ
り
‘
ひ
と
つ
あ
た
り
平
均
一
五

0
世
帯
が
含
ま
れ
る
。

(
7
)

イ
ギ
リ
ス
全
体
に
お
け
る
エ
ス
ニ

ッ
ク

・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
占
め
る
割

合
は
五
•
五
％
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
均

一
な
地
理
的
分
布
を
示
し
て
い

る
訳
で
は
な
い

。
各
地
域
で
の
そ
れ
ら
の
構
成
割
合
を
見
る
と
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
で
は
六
・

ニ
％
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は

一
•
五
％
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
で
は

一
・
三
％
と
い
う
値
を
示
し
て
お
り
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
人
口
が
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

(P
e
a
c
h
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n
d
 R
o
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it
e
r
 

60 



1996
)'

 

(oo) 
苺
ヽ
'
<
:
!
!
'
~
.
'
>
—
へ
ー
ロ
，
\
L
,
\
'
~
.
'
>
—
ヽ
—

t>
'、

*'rl
t<
ヽ
—
’

令
r{t{..L.u1o'Llf',ヽ

'
t
<
~
~
む

r{
t<..L. m

—
~
,
\
ギ
—
S
米
話
モ
亜
令

令，
¥
I
ト
ヽ
旦

J!l!:1:!;I:!
ヤ
心
蚕
ぐ

D!!'
甜
-<o

や
コ

自
令
G
I

如
主

怪
ヤ

心
旦

ヤ
地
~
s
.
G
旦
芸
⇒

't'--f'=--~
咲
叫

t-<
や
竺
<

JJJ~
'
"
(
,
\
,
~
I
f
'
沿
、
＼

d
咲
や
コ
ギ
ば

~
,
'
*
'
G
'
華

Gli1:[-<''s-,\
L
~
'

゜~*'t<
ヽ
，
ヽ
咲
や
立

~,,:;1-\--,,:; 盆
111余

G
I
I心

s.
'>'

芸
怪

逗
如

＇恰
⇒
ゃ

S.
r(l 

(P
eac

h
 an
d
 

R
o
ss
it
e
r

 1996
)' 

(cr,
)

 
.,;;; 

(
'
心
→
賂
⇒
s. 

:!!1*-5--如
I~
ヤ
妾
證
や
全
心
口
，
\
L
,
\
(
;
'
~
J
>
ー
く
<

.'> 
o'..L. 

(りく
If'

)
G
t
<
山
ヽ
~
f
'
~

—
~

't<
 
(1>

ー
L

)
旦
,;q
s. 
ゃらく，＼

~lf'i卜
~
,
\

ri
祇
全
芝
笞
ヤ

r(lfjぐ
口
竺
1
~
I
茨
や
~
0
'
~
G
~

令
や

＃

C
心.,;;;'('ヽ

~11'1卜
~
,
入
r
i
~
~
枢
涵
起
~
w

・
Q
や
竺
~
G
芸
怪
写

40

豆
兵
0
~

如
迦ヽ

只
や
こ
.
.
!

(P
e
a
c
h
 a
n
d
 R

o
ss
it
er

 1996
)゚

聡
荊

収
益

L
e
y, 

D.
,

 
P
eac

h
,

 
C. 

a
n
d
 

Clarke
,

 
C.
,

 
19
84. 

"Introduction 

Pluralism 
a
n
d
 
h
u
m
a
n

 ge
o
g
r
a
p
h
y
"
 
in 

L
ey, D.

,
 Peach, C. 

and 

C
larke, C. 

eds. 
Geography 

&
 
E
t
h
n
ic

 Pluralism
:

 All
en

 and 

U
n
w
i
n
,
 L
o
n
d
o
n
 

P
e
a
c
h
,

 
C
,

 19
8
1. 

"Ethnic Segregation 
a
n
d
 Ethnic Intermarri

age: 

A
 R
e
-
e
x
a
m
ination of 

K
e
n
n
 edy's Triple Melting P

o
t
 in 

N
e
w
 

H
a
ve
n
,

 1900
-1950

"
 in 

P
eac

h
,

 
C., 

R
o
b
i
n
so
n
,

 
V. 

a
n
d
 Smith, S. 

eds. Ethnic Segregation in Cities
:

 Cr
o
o
m
 H
e
l
m
,

 Lo
n
d
o
n
 

Peach, C., 
1984

.
 "T
h
e
 force 

of 
W
e
s
t
 
Indi

a
n

 island 
id
ent

it
y
 in 

Britain
"

 in 
L
e
y, 

D.
,

 Pe
a
ch, C

.
 an
d
 Clarke, C. 

eds
.

 Geography &
 

Ethnic Pluralism: 
Allen a

n
d
 Un

w
i
n
,
 Lo
n
d
o
n
 

P
eac

h
,
 

C
.,

 1996a. 
"Introduction" 

in 
P
eac

h
,
 

C.
,
 eds

.
 Ethnicity

 zn 

the 
19

9
1
 Census 

V
o
l
u
m
e
 T
w
o
 T
h
e
 ethnic minority po/;ulations 

。if
Great Britain: 

H
M
S
O
,
 Lo
n
d
o
n
 

Peach, C., 
1996b. 

"
B
l
a
c
k
 -

Caribb
ea

n
s: 

cla
ss
.gender 

a
n
d
 

g
e
o
g
r
a
p
h
y
"
 
in 

P
each, C. 

eds. 
Ethnicity 

in 
the

 1
9
9
1
 
C
e
n
s
硲

V
o
l
u
m
e
 T
w
o
 T

h
e
 ethnic minority populatio

加
of

G
reat 

Britain .
 

H
M
S
O
,
 L
o
n
d
o
n
 

P
e
a
c
h
,
 

C
.
a
n
d
 
R
o
ss
it
er,

 
D., 

1996
.
 "L
eve

l
 an
d
 
natur

e
 of 

spatial 

concentration 
a
n
d
 

seg
reg

at
io
n
 

of 
minorit

y
 
et
hni

c
 

populations 
in 

G
r
e
a
t
 
Britain

,
 1991

"
 in 

Ratcli
ffe, 

P
.
 eds 

Ethnicity 
in 

the 
1
9
9
1
 
C
ensus 

V
o
l
u
m
e
 T

h
ree 

S
o
cia

l
 geography 

a
n
d
 

ethnicity 
in 

Britain :
 geographical 

spread, 
spa

tial 

concentration a
n
d
 internal migration

:
 HM

S
O
,
 L
o
n
d
o
n
 

Peach, C. 
a
n
d
 
Smith, S

.,
 1981. 

"Int
roduct

ion
"
 in 

Peach, C.
,
 

R
o
b
i
n
s
o
n
,
 

V
.
 an
d
 S

m
ith, S. 

ed
s.

 Ethnic Segregation in 
Cities

.
 

C
r
o
o
m
 H

e
lm, 

L
o
n
d
o
n
 

室
恙

溢
淑

,
I
兵

兵
回

『
rl
t-< 

1¥
、入

Iト
'
c
E:: 

濫
荘

ギ
俎

荘
虫

1*$'ffi'E::~

述
母

E::..:.!£
旦

』
や

担
llll!I

米
牡

壬
至

ぐ片

紐
匿

柊
活

,
I
兵

<
<

r羊
砥

咄
哀
亘
要

翠
ギ
oco

志
:J;:'.'s-*'='KE::~I!l:(

栄
奪
l¥lll

"""*=-t-<KA
怜
州
鞣
心
-
<
~
沿
姐
案

』
答:.;;.

,;;こ翌

湿
翌

柊
舌

'
I
~

~
I I'

『羊
砥
-
<
避
{
'
]
釦
"
"
'

"""*=-t-<
旦
~
!
:
'
心
逹
出
苓

葦
l¥lll

E:: 
:!;ti
{屯

巨
箋

』
宦

ミ
釦

迎

一
9




